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T.S.エリオットの機械可読テクス ト
菱 川 英 一
T.S.ェリオットの機械可読テクスト (machlne-readabletext)をTEXT-
SEARCH というプログラムで扱う方法について概説する｡
このテクストは､日本 T.S.ェリオット協会第一回大会 (1988年11月)の
ために来日した Dr.AnnC.Bolganが日本にもたらしたもので､Toronto
大学の記号論サークルが作成したデータである｡その電子テクストを収めた媒
体に含まれていたのが､検索のための TEXTSEARCH というプログラムであ
る｡
以下､(1)(文学的)テクストの計算機による研究､(2)T.S.エリオットの
機械可読テクスト､(3)TEXTSEARCH による検索､という順序で､この研究
方法の見取りLS(Jを描いてみる｡
(1)(文学的)テクストの計算機による研究
文学的テクスト､ないし広い意味のテクスト資料を計算機によって研究する
ことは､computer-assIStedresearchの一つに位置づけられる｡】数値計算を
主体とする理数系の応用とは異なった､人文系に固有の研究方法が種々存在し､
ALLC(theAssoelatlOnforLiteraryandLinguisticComputlng)やACH
(theAssociationforComputersandtheHunlanltleS)などの学会でさか
んに研究が行われている｡
テクストにかんして計算機を利用した研究は現在どのような段階にあるのだ
- 1 一
ろうか｡上述のようにさまざまな方法があるので､かんたんな答えは出てこな
い｡ しかし､テクストの取り扱い方を基準にするとすくなくとも次のようなこ
とは言い得るだろう｡
第 1の段階は､コンピュータ･サイェンスのテクスト理論と文学/思想のテ
クスト理論とが無関係な段階｡これは単純な検索から､コンコーダンス (用語
総索引)や KWIC (KeyWordlnContext)の作成 (0XfordConcordance
Program など2)､また､文体などの統計的処理 (authorshipの特定など)や､
テクス トをデータベースとして処理すること (t,ext-baseddat,abaseないし
textbase)に至るまでいろいろな種類がある｡要するにテクストに対しコンピュー
タで何ができるかを､従来の技術 (データベース･プログラムや数値計算にお
ける処理､また紙の上での仕事)を参考にしつつ､模索し試行錯誤している段
階である｡後述の TEXTSEARCH (動的コンコーダンス･プログラムの一種)
をはじめ､現在のテクスト処理プログラムのほとんどはこの段階に属する｡
第 2の段階は､コンピュータ･サイエンスのテクスト理論と文学/思想のテ
クスト理論とが関連をもっ段階｡これには､テクストに対するミドラーシュ的
アプローチの予感を与えるもの (Agendaなど3)から､現代詩のintertextuali-
tyの分析に-イパーテクストを用いるもの4まで､いろいろな方向が既に見え
始めている｡従来のノウ-ウの応用段階から､計算機科学 ･人文科学両分野の
対話/交流の段階への移行の始まりが窺える｡
(2)T.S.エリオットの機械可読テクスト
Dr.Bolganがもたらした媒体に含まれている T.S.エリオットの機械可
読テクストは次の通りである｡いずれも ASCIIファイルである0
1. ThePoetryofT,S.Eliot1917-1944
2. FourQuartets
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3. TheWasteLand:AFacsimL'leandTranscriptoftheOriginalDrafts
IncludingtheATmOtationsofEzraPound
4. Murderm theCathedral
5. TheFamilyReunion
6. TheCochtaLIParty
7. TheConfidentialClerk
8. SelectedEssays
9. ToCrLtLClZetheCriticandOtherWrltmgS
このうち､2は1にも含まれているが､ファイルとして別になっているもの
である｡これらを入力の方法で分類すると､手で入れたものが3､scan され
たもの (光学的読み取り装置を使ったものと考えられる)が5, 6, 7, 8,
9であり､あとのものは明記されていない｡scanされたのは Toronto大学
のtheCentreforComputlngintheHumanitiesにおいてであると記され
ている｡手入力もまた Toronto大学の IanLancashireにより行われている｡
入力後の編集や校正にかんしては必ずしも完了していないことがいくつかのファ
イルには注記 してある｡したがって､これらのファイルを利用していて､もし
テクストの間違いに気づいた時は､作成者にフィードバックすることが望まし
いだろう｡それは､今後のこうした研究の発展のためにも､電子テクストの価
値がその正確さに依存していることからも､また配布を受けた者のエチケット
としても､いえる｡
1と8とは作品の集成である0 1に含まれるのは Prufroch andOther
Obseruattc'ns,Poems (1920),The WasteLand,TheHolow Men,
Asht4/ednesday,"ArielPoems",SweeneyAgonistes,"MinorPoems",
"Chorusesfrom T`heRock'",C)ldPossum'sBookofPracticalCats,5
FourQuartets,"OccasionalVerses"である｡8は､明記されてはいないが､
ThirdEnglishEdition(1951)のページ数に keyされている｡
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以上のテクストで足りない部分について､補完ないし校合する目的で利用可
能な機械可読テクス トには､"CompletePoemsaldPlays"(Llterary&
LingulStlCComputingCentre,UnlVerSltyOfCambrldge,SidgwickAvenue,
Cambridge,CB3 9DA),"Poems1909-35"(0ⅩfordTextArchive,
OxfordUnlVerSltyComputlngService,B BanburyRd.,0XfordOX2
6NN)があるO
(3)TEXTSEARCH による検索
TEXTSEARCH は "A Full-TextRetrievalSystem forHumanities
Research"という副題が示すとおり､人文系の研究のためにとくに開発され
たフルテクスト検索プログラムである｡Dr.Bolganの提供 した verslOn は
3.1 (September1987)である｡通常の市販ソフトウェアではなく､いわ
ゆる shaI･ewareという形態のソフトウェアだ｡配布/複製は自由であるが､
試用後に正規ユーザーとなることを決めたら､一定の registrationfee(この
プログラムは$4900)を支払うことが求められるというものである｡
動作環境としては､256K以 上のメモ リを搭載した IBM PC (互換機) と
version2.0以降の MS-DOSが必要である｡6フロッピーディスク･ドラ
イヴのみを備えたシステムでも動作しないことはないが､ハードディスク ･ド
ライヴがある方が望ましい｡
TEXTSEARCH の操作方法については TEXTSRCH.DOCというファイル
にくわしく説明してある｡以下､その骨子のみについて述べる｡
コンピュータを立ち上げる DOSのディスクの rootdlreCtOryには
FILES-10
DEVICE-ANSI.SYS
の2行を含んだ config.sysというファイルが必要である (卜の行については
コンピュータ･システムによって変わることがある)｡
TEXTSEARCHで検索を始める前には準備作業が必要である｡検索の対象
となるファイルをあらかじめ整える作業で､かなり時間がかかるが､一度すま
せれば､あとは検索に専念することができる｡具体的には
ldxbuld <n> fllename
とタイプする｡ここで<n>のところには0-7のいずれかのパラメタ (生成
するファイルの種類を指定するもの)､flenameのところには検索対象にする
ファイル名を書 く｡たとえば "idxbuld O 4q"などとする (4qは Four
Quartetsのファイル名),7
こうして準備が整ったファイルを TEXTSEARCHで検索するにはまず
search
とタイプする｡どのファイルを対象にするかと聞いてくるので､ファイル名を
入れる (このファイル名はあとで変更することもできる)｡すると､次の行に
コロンが現れる｡これが検索の準備完了を告げるサインである｡ これからは､
このコロンのあとにさまざまな指示を与えることになる｡
コロンのあとに与える指示には次の2つの形式がある｡
:Ⅹ
: X
上の形式は"Ⅹ"という語を検索せよという命令であり､下の形式 (頭に空白を
ひとつ入れる)はプログラムに与える種々のコマンドを表す｡どういうコマン
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ドを受け付けるかの一覧は": ?"で見ることができる｡いまの": Ⅹ"と
いう指示はプログラムを終了させるコマンドである｡
検索語を指定する例を3つ挙げてみる｡
:time
:tlmemoving
:-time
上の例は対象ファイルから"time"という語を含む箇所を探し出す｡このとき､
通常の紙の上のコンコーダンス類と違うのは､その語が出現する文脈の範囲を
ユーザーが指定できることである｡(詩の)コンコーダンスでは､その語があ
る1行が示されるのみであるが､TEXTSEARCH ではその前後の任意の行数
にわたって出すこともできる｡しかも､詩のみならず､散文のばあいでも任意
の文脈 (sentence,paragraph)を指定することができる｡まん中の例は､指
定した文脈の範囲内に"tlme"と"movlng"の両方の語が出現する箇所を探 し
出す｡下の例は語尾が"tlme"で終わる語を含む箇所を見つけ出す｡検索の結
果は通常､画面に表示されるが､もし必要であればプリンターに打ち出すこと
もできる｡
TEXTSEARCH は､用語と文脈を限った通常の staticなコンコーダンス
に対して､"adynamicconcordancesystem"であるといえる｡すなわち､
研究者の必要に応じて､任意の語 (群)を含む箇所を任意の範囲で取り出すこ
とができるシステムである｡
注
1.Cf.LouisT.MillC, "TheAnnalsofComputlng:StylStlCS,
ComputersandtheHumaTutLeS16(1982),19124.
2.Cf.長瀬展理 ･西村弘之､『コンピュータによる文章解析入門- OCPへの招待』
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(オーム社､1986)
3.菱川英一､ "personallnformation Manager ("ASCII"第13巻第7号､
1989年7月)､p.319.
4.JohnM Slatln,"HypertextandtheTeachlngOfWritlng," 1nText,
Context, and HyperText/ Writmg LuL'th and for the Computer
(Cambrldge theMITPress,1988).
5. "CatMorganIntroducesHlmSelf"ほ含まれていない｡
6,PC-9800シリーズ上でも-イライト表示などをのぞけば動作する｡ただし､IBM
PCでの conventlOnに合わせるため､画面は25行表示の状態にしておく方がよい
(最下行のファンクションキー表示を消しておく)0
7. もとの4Q.DATというファイルは純然たる ASCTIファイルなので､TEXT-
SEARCH 以外の種々のプログラムで取り扱うこともできる｡grep系統の小プロ
グラムから､GOferや askSam などの textbaseプログラムまで､さまざまな
ものがある｡
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